
令和４年度三沢市協働のまちづくり市民提案事業 実績報告 

 

事業名 団体名 

活気創出・共生スポーツ事業 BocciaSquare交遊隊 

にゃんとも HAPPYプロジェクト しっぽの願い＠青森 

古間木地域食堂くるみ 古間木地域食堂くるみ 

親子の仲間づくり事業 こもも三沢支部 

mossラボ ～苔と宇宙とロボットと～ 三沢へ宇宙を PR 



事業名 活気創出・共生スポーツ事業  

 

団体名 Boccia Square交遊隊 代表者名 小向 裕士 

事業実施総額 １７７，２７５円 補助金額 １５７，０００円 

事業実施期間 令和４年６月１日～令和５年２月２８日 事業実施場所 市内の公園及び児童館 

事業概要・成果等 

事業の趣旨 ニュースポーツをツールとした共生視点の交流、活気の創出、 

世代間交流による多角的な価値観の形成補助を目的としたイベントを開催。 

活動の実施状況 ①準備：６月 

・団体全員での活動に関するミーティング。 ・屋外用遊具の製作（予定７台）。 ・広告媒体のデザイン製作。 

②活動開始：７月 

・団体全員での活動に関するミーティング。 ・屋外用遊具の製作（仕様を模索しながら３台）。 ・広告媒体のデザイン製作。 

③通常活動：８月 

・こがね公園を活動拠点とし「遊び」の交流。 ・屋外用遊具の製作（仕様を模索しながら計５台）。 ・市内３か所の児童館と

連携し、遊具の貸出、ボールの絵付けやスポーツ交流。 

④通常活動：９月 

・こがね公園を活動拠点とし「遊び」の交流。 ・市内２か所の児童館と連携し、遊具の貸出、スポーツ交流。 ・HP製作、一

部公開。・広告媒体を用いた周知の中止を決定。 

⑤通常活動：10～11月  

・こがね公園を活動拠点とし「遊び」の交流。 ・市内２か所の児童館と連携し、遊具の貸出、スポーツ交流。 ・HPにて一部

公開。 ・スポーツ協会開催のイベントへの参加を断念。 ・三沢、三沢東、おいらせのロータリークラブ３団体へ本事業の

紹介、イベントにて実際に遊んでもらえた。 

⑥通常活動：12～１月 

・屋内を中心として市内２か所の児童館と連携し、遊具の貸出、スポーツ交流。・HPにて一部公開。 

⑦通常活動、報告書作成：２月 

・活動中の写真などをまとめる。報告書の作成、提出準備。・屋内を中心として市内２か所の児童館と連携し、遊具の貸出、スポ

ーツ交流。 

事業のＰＲ方法 ・新聞などメディアでの取材あり。 ・HPや youtubeで活動を一部公開。 ・各所を実際に訪問し、事業の活動周知。 

事業の検証 【良かった点】 

・スモールスタートが功を奏したと考える。 

 活動を広範囲に展開することよりも、事業初年度を「準備年度」ととらえ、足を使った周知活動に転換した。広く薄くではな

く狭く濃く、である。 

 団員全体への負担軽減のため紙の広告媒体をやめた。事業の空中分解を回避することに繋がり、これは、活動の土着を狙うコ

ンセプトに沿う効果を生んだ。 

・団員全員がアイディアに溢れ、意見交換が頻繁に行われた。より良い活動、遊具に向け、実験的な活動が数度行われた。これ

は土着のためには必要なプロセスである。 

・多世代交流ができた。こがね公園で活動中、多くの子供達が参加してくれた。「公園で遊んでたでしょ！」と声をかけられる機

会が続出した。 

 また、市内３ヵ所の児童館は、遊具の貸出しを受付けてくれ、２か所はほぼ毎日遊んでいる様子。月２回、団員が訪ねて一緒

に遊んでいる。これは事業終了後も交流として継続中である。 

・児童館へ遊ぶルールのたたき台を提案していたが、子供達自身が遊びの中で、ルールを練り上げ固定化していた。このように

自然発生的に「コト」が生まれるのも本事業のコンセプトである。三沢市発のニュースポーツのルールはこのルールがよいと

考える 

・ロータリークラブ３団体様が本事業に興味を示してくれ、実際にイベントで体験してもらう機会があった。これはまだ未確定

であるが、来年度、市内の児童館全体へボッチャスクエア遊具が寄付される話へ広がりを見せている。 

 

【反省すべき点】 

・「遊び」を使った交流創出が中心となる目的だったが、ウィルス感染の不安は、多くの方々の心に根付いており、活動を抑制せ

ざるを得なかった。よって事業開始時の目標と意気込みは、現実を見つめ受入れる度合が足りなかったのではないかと反省す

る。 

・スポーツ協会様との連携やボールの展示会を行わなかった。本団体への負担増加を気にかけたことと、事業後半は生んだ交流

の結果に満足していたところがあった。反省である。 

・それ以外の様々はうまくいかない方法の発見ととらえるので、反省はしない。 

 

【改善すべき点】 

・団体員として中途参加をしてくれる高校生など、募集を促してもよかったと思う。（これも感染への不安がストップをかけた、

でも促したかった。） 



・屋外遊具は当初アイディアよりも、実働を通して改善点が多く出た。「根付く遊び」を土着させる上で、遊ぶ道具は重要な要素

であり、これからも改善点を模索し続けることが必須である。 

今後の展開 ・遊具の改善、ルールをまとめ上げ、ここから周知を開始する。 

・スポーツ協会様との連携、ボールの展示を実現する。 

・ボランティア精神で活動するのではなく、日常に根付く遊びを目指し活動する。また、ある程度のマネタイズができるような

構想も考えたい。 

・準備の初年度を経て、遊ぶ人口を少しづつ増加させる方法を団体員と考え、牛歩でも着実に進みたい。 

活動の様子  

  

  

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

事業名 活気創出・共生スポーツ事業   



事業名 にゃんともＨＡＰＰＹプロジェクト  

 

団体名 しっぽの願い＠青森 代表者名 小池 真知子 

事業実施総額 １,１５９,２２５円 補助金額 ５００，０００円 

事業実施期間 令和４年６月１日～令和５年２月２８日 事業実施場所 市内 

事業概要・成果等 

事業の趣旨 野良猫に関わる様々な問題を軽減し、環境美化・環境衛生を保ち、住みやすい街づくりにつなげていくことを目的に三沢市内の野

良猫に対し不妊手術を実施し繁殖を抑制する。野良猫生息地域の清掃を行い、環境を整え、猫の迷惑行動の改善・予防に努める。 

活動の実施状況 【活動報告】 

・猫譲渡会（定期） 

日程 場所 

R4/7/30（土）15～17時 粉物＆カフェ クー  

R4/9/10（土）15～17時 粉物＆カフェ クー  

R4/10/15（土）15～17時 粉物＆カフェ クー  

R4/11/12（土）15～17時 粉物＆カフェ クー 

R4/12/10（土）15～17時 粉物＆カフェ クー  

R5/1/14（土）15～17時 粉物＆カフェ クー  

R5/2/18（土）15～17時 粉物＆カフェ クー  

 

令和 4年 7月 10日 場所：ミス・ビードルドーム 三沢市協働 猫譲渡会・動物愛護啓発活動 

令和 4年 7月 23日 場所：青森県動物愛護センター 令和 4年度 県内動物愛護団体との意見交換会へ参加。 

令和 4年 9月 21日 2時～2時 30分 場所：三沢市総合福祉センター2階多目的ホーム ショートセミナー「高齢者と猫」 

令和 4年 10月 15日 場所：ミス・ビードルドーム 三沢市協働 猫譲渡会・動物愛護啓発活動 

令和 4年 10月 16日 場所：市役所駐車場 三沢市狂犬病予防接種会場 動物愛護啓蒙活動 チラシ配布 

令和 4年 10月 23日 場所：三沢市中央公園 三沢市防災訓練 環境衛生課スタッフと共に参加。 

令和 4年 10月 25日 場所：ドッグカフェ お菊犬フェス 啓蒙活動及び物販（カップケーキ販売） 

令和 4年 10月 29日 場所：奥入瀬ろまんパーク 秋の収穫祭 猫譲渡会として参加。 

 

【実績】 

令和 4年 6月 1日～令和 5年 2月 28日 

・三沢市内の猫の引き取り数（令和 4年 6月 1日～令和 5年 1月末日）18頭 

※三沢市内の猫譲渡数（令和 4年 6月 1日～令和 5年 1月末日）24頭 

・野良猫の不妊手術数（令和 4年 6月 1日～令和 5年 1月末日） 

鹿中 4頭 中央町 5頭 淋代 15頭 堀口 5頭 南町 17頭 大津 3頭  合計 49 頭 

 

事業のＰＲ方法 公式 LINE登録者数 214名 Twitter 登録者  100名 インスタ フォロワー 747 名（令和 5年 1月末現在） 

公式ホームページによる活動報告 フェイスブックによる活動掲載 ポスター・チラシ設置 

三沢広報、おいらせ町広報、六戸町広報へのイベント告知掲載。三沢市ケーブルテレビ マックニュース：譲渡会の報告（2回）。 

事業の検証 【良かった点】 

・今年度、三沢市内で 49頭の地域猫が誕生した。 

・獣医師から猫の繁殖力や地域猫活動の必要性について、高齢者福祉に携わる方々へ講演ができた。 

・公式 LINEを始めたことで利用者とのコミュニケーションがスムーズに行えた。又、SNSの活用により、物品寄付がたくさん届き、

活動の助けとなった。 

・町内会長へのアンケートの結果、地域猫活動の認知度が向上し、野良猫の苦情が減ってきている。 

 

【反省すべき点】 

・アンケートを行ったものの、スムーズな集計作業ができず、各町内会への報告が次年度へ持ち越しとなった。又、アンケート自体

が分かりにくいという意見もあり、地域猫活動の分かりやすい情報提供が課題となった。 

 

【改善すべき点】 

・アンケート 

・SNS では市内への情報拡散力はあまり期待できず、当会公式 LINE への高齢世代からの相談や連絡が少ない印象がある。電話での

対応も含め検討したい。 

今後の展開 ・引き続き、行政と連携し、地域猫活動を継続していきたい。 

・町内会長へのアンケート結果、飼い猫の放し飼いなど飼い主のモラルが問われる苦情が多く、猫の飼い主に対する適正飼養につ

いての啓蒙活動を行政と連携しながら実施したい。 

・町内会長から地域猫活動の希望があった地域について、速やかに連絡をとり、活動計画について検討したい。 

・次年度もショートセミナー「高齢者と猫」の講演を継続すると共に、幅広い世代に地域猫活動を通して、地域力の活性化が図れる

ようなイベントを企画・提案していきたい。 



活動の様子  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

事業名 にゃんともＨＡＰＰＹプロジェクト  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



事業名 古間木地域食堂くるみ  

 

団体名 古間木地域食堂くるみ 代表者名  吹越 幸子 

事業実施総額 ３０４，６２６円 補助金額 ２５０，０００円 

事業実施期間 令和４年６月１日～令和５年２月２８日 事業実施場所 古間木 

事業概要・成果等 

事業の趣旨 誰もが安心して暮らせる地域づくりに貢献することを目的に、地域の多様な個人が連携し、食を通じて地域間交流を促進する。 

活動の実施状況 

 

 

開催日 ・6月 25日 ・8月 20日 ・9月 10日 ・10月 22日 ・11月 26日 ・12 月 24日 ・1月 28日 ・2月 25日 

場所 古間木交流センター            

時間 通常開催 １０：００～１３：３０ ※夏祭りのみ 第一部１０：００～１２：００  第二部１３：００～１５：００

           

事業のＰＲ方法 ・町内会へのチラシ回覧 

・古間木小学校・三沢市立第五中学校、児童生徒へのチラシ配布 

・Ｉｎｓｔａｇｒａｍ、Facebookでの情報発信 

事業の検証 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【良かった点】 

・地元企業から廃棄用のお肉をいただき工夫して食べていただけたことで SDGｓ「１２・作る責任、使う責任」の食品ロスに少

しだが貢献できた点 

・補助金だけの運営ではなく積極的に物資の確保に力を入れ寄付していただける物品が前年度より増えている 

・地域の子供たちの利用が前年度に比べ多くなったこと 

・コロナ対策がしっかりできたこと 

【反省すべき点】 

・材料費の見積もりが甘かった 

・地元企業へのアピールが足りなかった 

【改善すべき点】 

・ボランティアの依頼方法 

・収支のバランスが悪いこと 

今後の展開 古間木地域食堂くるみは継続の方向で考えている。 

人数はこれ以上は増やせないので、子供たちのアンケート結果にあるような季節の行事をさらに取り入れたり、自分たちで 

後始末をすることで食品ロスについて考えたり、現在中学生で食べに来ている子供たちが「高校生になったらボランティアで 

くるみに来る」と言ってくれていることなどからボランティア精神の育成などにも力を入れていきたい。 

活動の様子  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

事業名 古間木地域食堂くるみ  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



事業名 親子の仲間づくり事業  

 

団体名 こもも三沢支部 代表者名  阿保 千枝 

事業実施総額 ４５９，５９５円 補助金額 ４１３，０００円 

事業実施期間 令和４年６月１日～令和５年２月２８日 事業実施場所 市内 

事業概要・成果等 

事業の趣旨 子育て中の孤立を防ぐ、地域の子育て仲間づくり事業 

活動の実施状況 

 

 

 

 

こもも café を 8回開催。 

おさんぽひろばこっこを１３回開催。 

夏、秋、冬に親子防災体験を開催。 

災害時の共助に備えて、市主催の防災サバイバルキャンプ講座に参加。       

 

 

事業のＰＲ方法 ・チラシの作成、配布(主な配布及び設置場所：市役所、保健相談センター、そらいえ、公会堂、三沢駅、国際交流センター、

そだなす館、市立図書館、市内幼稚園、南山町内会、市内店舗ほか) 

・SNS(Instagram、Facebook) 

・公式 LINE、ホームページ 

・広報みさわに掲載 

事業の検証 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【良かった点】 

・予定していたイベントは、寒波による悪天候で 1回中止した他は、予定通りに 21回実施できた。 

・親子にダイナミックな遊びができる場や地域の方との交流の場、子育ての悩みを共有する場を提供することができた。また子

育てに役立つ情報や防災体験を提供することができた。 

・協働する町内会を増やすことができた。町内会に協力で「子育て開放デー」という形で集会所を利用させていただく試みもで

きた。集会所を利用する町内会の方々が子どもたちに話しかけてくれたり、手を振りあったりする交流の場面も生まれた。 

・赤ちゃんと一緒に小学生の兄弟も参加してくれたことをきっかけに、おさんぽひろばこっこの参加対象者を小学生の親子にま

で広げて広報した。 

 

【反省すべき点】 

・冬の親子防災体験は寒さが厳しく、屋外での活動は親子には難しかった。 

 

【改善すべき点】 

・子育て支援センター等のイベント時間と重ならない時間帯での開催検討が必要。 

今後の展開 ・対象者を広げる。 

・開催日時を見直す。 

・防災体験の種類を広げる。 

活動の様子  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

事業名 親子の仲間づくり事業  

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

団体名 三沢へ宇宙を PR 代表者名  内山 智幸 

事業実施総額 １９４，１４２円 補助金額 １９４，０００円 

事業実施期間 令和４年６月１日～令和５年２月２８日 事業実施場所 三沢高校校庭、三沢駅みーくる 

事業概要・成果等 

事業の趣旨 ものづくり、プログラミング、天体観測を通して多くの人に工作やプログラミング、天体の楽しさを理解してもらう。 

活動の実施状況 

 

 

 

 

・実施日及び場所、開催回数等 

7月 30日 8月 7日 10月 8日 10月 23日 12月 4日 1月 28日 の 6回 

・7/30 8/7 三沢駅 2階交流プラザみーくる 参加人数各 2名 

6月 26日の延期日程であり、ボール型ロボットスフィロ操縦体験や人工衛星受信、３Dプリンターの体験、天体望遠鏡の体験を

してもらった。 

・10/8 天体観測 三沢高校校庭   参加人数 29名 

反射式天体望遠鏡を使用し木星、月、土星、また木星の衛星を観測した。望遠鏡の待ち時間には双眼鏡で月を見てもらった。 

・10/23 三沢駅 2階交流プラザみーくる  参加人数 20名 

7月、8月のイベントと同様にボール型ロボットスフィロ操縦体験や人工衛星受信、３Dプリンターの体験、天体験望遠鏡の体

験、アカハライモリなど生物、苔テラリウムの展示をした。 

・12/4 三沢駅 2階交流プラザみーくる  参加人数 11名 

 前回のイベントと同じようにボール型ロボットスフィロ操縦体験や人工衛星受信、３Dプリンターの体験、天体験望遠鏡の体

験、アカハライモリなど生物、苔テラリウムの展示をした。また新たに、レーザーカッターを利用した木、川、クラフト紙、和

紙での名刺づくりの体験をしてもらった。 

1/28 天体観測 三沢高校校庭  参加人数 12名 

12月 24日のイベントの延期日程であるが途中から雪が降ってきて２時間ほど繰り上げ終了となった。 

事業のＰＲ方法 ポスター掲示、告知掲載 

全てのイベントで Google フォームによる告知、申込受付を実施。 

事業の検証 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【良かった点】 

今年度のイベントの良かった点は天体観測などの新しい試みを成功させたところだ。特に 10月 8日の天体観測では前回のイベン

ト参加人数を大幅に上回る 29名もの参加者がいた。その数は目を見張るのであり、それ以前では 1,2名の方が事前応募にるもの

で、それ以外は現地での飛び入り参加によるものであった。広報みさわ、新聞に載った告知、および、有限会社加澤商店 

青い森鉄道、三沢駅掲示板へのポスター掲示の依頼をしたことにより、参加者の数も増加したと考えられる。また、後述する参加

者のアンケートも概ね好評であり、多くの方にイベントを楽しんでいただけたといえる。また、今年度は生物分野も扱い、苔テラ

リウムやアズマヒキガエルの展示など宇宙のみならず、様々な分野を扱ったのも低学年の生徒に好評だった。 

 

【反省すべき点】 

今年度のイベントはイベント準備が全体的に遅く、準備中に参加者が来てしまうことがあった。7月のイベントでは三沢市の開催

している七夕まつりと日程が重なってしまったため参加者があまりいなかった。またチェックリストを作っていなかったため忘れ

物が多く、イベント会場で電源を借りることもあった。人工衛星の電波受信は方向や高度の条件が悪くできないことが多かった。

冬場の天体観測は雪かきに時間がかかり、望遠鏡の整備が間に合わないところだった。参加者が雪かきを手伝ってくださったこと

もあり間に合ったが、もしもそれがなかったらイベント時間がおすことになり、参加者を待たせることになった。また天体観測は

天気予報に左右されるのでギリギリにイベントの延期を伝えることになったり、途中で天気が悪くなり中止になったりした。 

   

【改善すべき点】 

①極力、次の体験までの待ち時間を少なくし、待ち時間が生じてしまった場合にも参加者に楽しんでいただけるような対策を考え

る。 

②人手を増やす。  

 天体観測のイベント時はどうしても天体望遠鏡を見る時に待ち時間ができてしまう。今年度は２台の双眼鏡やスマホアプリで対

応したが、それにも限界があり、待ち時間ができてしまうのは変わらないので、天体の話をするなどしてもっと待ち時間の充実化

をしたい。また主催側の問題だが、ありがたいことに今年度は途中から参加人数が増加し、３、４人では手が回らなくなってき

た。昨年度のように他の部の手を借りるなどして人手を増やすことが急務である。 

 

【参加者の意見（アンケート等）】 

 全てにおいて概ね好評だった。また参加者の方から「３Dプリンターで車を作ってみたい」「人工衛星を見てみたい」など要望

を書いていただいたので来年度以降随時実施予定である。参加者層は家族連れが多いので「もっと室内イベントの時刻を早めに設

定してほしい」という意見もあった。この意見が出た次のイベントから２時間ほど繰り上げで実施している。来年度も継続予定で

ある。 

中高生チャレンジ事業 

事業名 moss ラボ ～苔と宇宙とロボットと～  

 



今後の展開 今後、重要視される目標は「様々な事態を予想し準備を行う」「様々な要素を取り入れたイベントにする」の二つになる。新型コ

ロナウイルスの影響もだんだんと落ち着いてきている中、今まで以上に様々な方向でイベントをしたいと思う。また今年度の反省

をいかし事前にイベント会場の下見や準備をし、時間通りにイベントを進めたい。 

また三沢高校の文化祭でも展示したほかに、新たな試みとして、イベントで使用したテラリウムを一週間ほど、市役所にて展示し

た。来年度からもより積極的に外部への設置をお願いし、苔に親しんでもらおうと思う。 

活動の様子  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

事業名 moss ラボ ～苔と宇宙とロボットと～ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


